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(1)連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第3四半期 765,099 11.4 14,834 △61.1 17,456 △57.8 △7,053 －

2022年3月期第3四半期 687,005 12.7 38,170 △15.6 41,321 △3.6 25,838 △3.7

（注）包括利益 2023年3月期第3四半期 △184百万円（－％） 2022年3月期第3四半期 35,953百万円（△22.2％）

1株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
1株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年3月期第3四半期 △36.69 －

2022年3月期第3四半期 134.55 127.53

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年3月期第3四半期 1,239,015 452,742 34.5

2022年3月期 1,207,583 464,811 36.4

（参考）自己資本 2023年3月期第3四半期 427,167百万円 2022年3月期 439,579百万円

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― 27.50 ― 27.50 55.00

2023年3月期 ― 27.50 ―

2023年3月期（予想） 12.50 40.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,030,000 11.2 10,000 △77.4 12,000 △75.9 △18,000 ― △93.63

1．2023年3月期第3四半期の連結業績（2022年4月1日～2022年12月31日）

(2)連結財政状態

2．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

3．2023年3月期の連結業績予想（2022年4月1日～2023年3月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有

連結業績予想につきましては、本日公表の「業績予想の修正及び特別損失(連結・個別)の計上に関するお知らせ」

及び「2022年度 第3四半期決算 及び 業績見通し説明資料」をご参照ください。



① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：有

② ①以外の会計方針の変更 ：無

③ 会計上の見積りの変更 ：無

④ 修正再表示 ：無

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 2023年3月期3Q 197,953,707株 2022年3月期 197,953,707株

② 期末自己株式数 2023年3月期3Q 5,660,448株 2022年3月期 5,834,283株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 2023年3月期3Q 192,224,067株 2022年3月期3Q 192,037,769株

※　注記事項

(1)当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)　：無

新規　― 社　　　(社名)　―　　　　　　　　　除外　― 社　　　(社名)　―

(2)四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用　：有

(注)詳細は、添付資料6ページ 「四半期連結財務諸表及び主な注記　(3)四半期連結財務諸表に関する注記事項　

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

(3)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(注)詳細は、添付資料6ページ 「四半期連結財務諸表及び主な注記　(3)四半期連結財務諸表に関する注記事項　 

（会計方針の変更）」をご覧ください。

(4)発行済株式数（普通株式）

 ※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。

 ※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来に関する記述等についてのご注意)

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

(四半期決算補足説明資料及び四半期決算説明会内容の入手方法)

(1) 四半期決算補足説明資料は、TDnetで同日開示するとともに、当社ホームページにも掲載しています。

(2) 四半期決算説明会内容は、当社ホームページに掲載する予定です。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 134,480 148,909

受取手形、売掛金及び契約資産 196,815 182,780

商品及び製品 103,399 128,565

仕掛品 13,680 15,582

原材料及び貯蔵品 47,541 57,969

その他 76,470 75,483

貸倒引当金 △389 △479

流動資産合計 571,996 608,810

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 73,378 75,432

機械装置及び運搬具（純額） 116,984 119,960

その他（純額） 125,151 135,503

有形固定資産合計 315,514 330,894

無形固定資産

のれん 29,920 14,360

その他 160,832 149,693

無形固定資産合計 190,752 164,053

投資その他の資産

投資有価証券 85,014 84,437

その他 45,554 52,157

貸倒引当金 △1,247 △1,336

投資その他の資産合計 129,321 135,258

固定資産合計 635,586 630,205

資産合計 1,207,583 1,239,015

四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 101,183 109,400

短期借入金 110,524 147,677

１年内返済予定の長期借入金 39,185 38,961

未払法人税等 7,186 3,312

その他 93,677 90,937

流動負債合計 351,756 390,286

固定負債

社債 105,000 105,000

長期借入金 215,972 217,180

退職給付に係る負債 37,076 37,900

資産除去債務 1,257 1,279

その他 31,711 34,629

固定負債合計 391,016 395,987

負債合計 742,772 786,273

純資産の部

株主資本

資本金 71,833 71,833

資本剰余金 103,757 103,159

利益剰余金 242,332 224,496

自己株式 △12,729 △12,348

株主資本合計 405,192 387,140

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 21,192 17,821

繰延ヘッジ損益 △80 △343

為替換算調整勘定 13,549 22,397

退職給付に係る調整累計額 △272 152

その他の包括利益累計額合計 34,388 40,028

新株予約権 803 721

非支配株主持分 24,429 24,854

純資産合計 464,811 452,742

負債純資産合計 1,207,583 1,239,015
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年12月31日)

売上高 687,005 765,099

売上原価 483,622 575,721

売上総利益 203,383 189,378

販売費及び一般管理費 165,213 174,544

営業利益 38,170 14,834

営業外収益

受取利息 345 807

受取配当金 986 1,128

持分法による投資利益 4,340 3,889

デリバティブ評価益 2,537 7,558

投資事業組合運用益 － 83

雑収入 842 569

営業外収益合計 9,050 14,033

営業外費用

支払利息 2,369 5,486

為替差損 1,371 4,920

デリバティブ評価損 413 27

投資事業組合運用損 16 －

雑損失 1,730 978

営業外費用合計 5,899 11,411

経常利益 41,321 17,456

特別利益

固定資産売却益 51 5,079

投資有価証券売却益 5,332 5,434

その他 197 199

特別利益合計 5,580 10,712

特別損失

固定資産除売却損 1,269 985

投資有価証券評価損 － 1,497

減損損失 1,886 15,877

事業構造改善費用 108 24

新型コロナウイルス感染症による損失 － 319

その他 132 339

特別損失合計 3,395 19,041

税金等調整前四半期純利益 43,506 9,127

法人税等 15,666 14,959

四半期純利益又は四半期純損失（△） 27,840 △5,832

非支配株主に帰属する四半期純利益 2,002 1,220

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
25,838 △7,053

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 27,840 △5,832

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 488 △3,356

繰延ヘッジ損益 △888 △263

為替換算調整勘定 7,478 8,831

退職給付に係る調整額 271 375

持分法適用会社に対する持分相当額 765 62

その他の包括利益合計 8,113 5,648

四半期包括利益 35,953 △184

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 34,373 △1,413

非支配株主に係る四半期包括利益 1,579 1,229

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

一部の連結子会社の税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に

対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算して

います。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定 

会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２ 

項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用 

することとしています。

　なお、この会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

（追加情報）

（グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱いの適用）

　当社及び一部の国内連結子会社は、第１四半期連結会計期間から、連結納税制度からグループ通算制度へ移行し 

ています。これに伴い、法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処理及び開示については、「グループ通算 

制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号　2021年８月12日。以下「実務対 

応報告第42号」という。）に従っています。また、実務対応報告第42号第32項(1)に基づき、実務対応報告第42号 

の適用に伴う会計方針の変更による影響はないものとみなしています。

（火災の発生）

　2022年12月３日にTeijin Aramid B.V.の原料工場において火災が発生し、それに伴う販売量および設備稼働率の

減少が見込まれ、マテリアル事業の当年度の業績に影響を及ぼす見通しです。また、この火災により、当第３四半

期連結累計期間において復旧に要した費用等について、四半期連結損益計算書の特別損失に195百万円計上してい

ます。

　当社グループでは火災に伴う損害に備えた保険を付していますが、当該火災による影響は調査中であり、保険金

の受取額や受取時期については現時点では確定していないため、当第３四半期連結累計期間では計上していませ

ん。
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(単位：百万円）

報告セグメント
その他

(注)
合計

マテリアル ヘルスケア 繊維・製品 ＩＴ 計

売上高

(1)外部顧客へ

の売上高
284,546 133,571 206,878 39,869 664,864 22,141 687,005

(2)セグメント間の内

部売上高又は振

替高

9,990 15 2,321 4,888 17,215 2,775 19,989

計 294,537 133,586 209,199 44,756 682,079 24,915 706,994

セグメント利益又は

損失（△）
△4,798 37,573 4,523 6,843 44,140 △1,404 42,736

利益 金額

報告セグメント計

「その他」の区分の損失（△）

セグメント間の取引消去

全社費用 （注）

44,140

△1,404

△408

△4,158

四半期連結損益計算書の営業利益 38,170

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自 2021年４月１日　至 2021年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、エンジニアリング事業、埋込型医療

機器事業、再生医療事業等を含んでいます。

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

 前連結会計年度の末日に比べ、「ヘルスケア」セグメントの資産金額は、150,171百万円増加していま

す。これは主に第１四半期連結会計期間において、当社の子会社である帝人ファーマ㈱が武田薬品工業

㈱と2021年２月26日に締結した２型糖尿病治療剤の資産譲渡契約に基づく販売移管を完了したことに

よるものです。

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

（注）全社費用は配賦不能営業費用であり、その主なものは本社管理部門に係る費用です。

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

    「マテリアル」セグメントにおいて、当第３四半期連結累計期間に1,348百万円の減損損失を計上して

います。

（のれんの金額の重要な変動）

前連結会計年度において、CSP Victall (Tangshan) Structural Composites Co., Ltd.（現 Teijin

Automotive Technologies (Tangshan) Co., Ltd.）の出資持分を追加取得し連結子会社化したことにより、

暫定的な会計処理を行っていましたが、第１四半期連結会計期間に確定しています。これにより、「マテ

リアル」セグメントにおけるのれんの金額が減少しています。

 前連結会計年度において、㈱ジャパン・ティッシュ・エンジニアリング（現 ㈱ジャパン・ティッシュエ

ンジニアリング）の株式を取得し連結子会社化したことにより、暫定的な会計処理を行っていましたが、第

２四半期連結会計期間に確定しています。これにより、「その他」セグメントにおけるのれんの金額が減少

しています。
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(単位：百万円）

報告セグメント
その他

(注)
合計

マテリアル ヘルスケア 繊維・製品 ＩＴ 計

売上高

(1)外部顧客へ

の売上高
346,471 115,265 240,522 41,602 743,860 21,240 765,099

(2)セグメント間の内

部売上高又は振

替高

8,308 9 1,564 4,811 14,693 3,072 17,765

計 354,779 115,274 242,086 46,413 758,552 24,312 782,864

セグメント利益又は

損失（△）
△12,000 19,829 8,175 5,420 21,423 △2,293 19,130

利益 金額

報告セグメント計

「その他」の区分の損失（△）

セグメント間の取引消去

全社費用 （注）

21,423

△2,293

△28

△4,268

四半期連結損益計算書の営業利益 14,834

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自 2022年４月１日　至 2022年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、エンジニアリング事業、埋込型医療

機器事業、再生医療事業等を含んでいます。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

（注）全社費用は配賦不能営業費用であり、その主なものは本社管理部門に係る費用です。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

　第１四半期連結会計期間より、帝人ナカシマメディカル㈱及び帝人メディカルテクノロジー㈱を中心に展開

している埋込型医療機器事業については、全社的・長期的視点で育成・強化を図る新規事業と位置づけ、「ヘ

ルスケア」セグメントから「その他」セグメントへ変更しています。

　なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成したも

のを開示しています。

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「マテリアル」セグメントにおいて、当第３四半期連結累計期間に15,504百万円の減損損失を計上してい

ます。

（のれんの金額の重要な変動）

　「マテリアル」セグメントにおいて、当第３四半期連結累計期間にのれんの減損損失を計上したことによ

り、のれんの金額に重要な変動が生じています。当該事象によるのれんの減少額は15,435百万円です。

　なお、上記（固定資産に係る重要な減損損失）に当該のれんの減損も含めて記載しています。
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